
様式１（小・中）【小学校･中学校･義務教育学校用】
令和２年度学校評価計画

　　

中間評価 ５　最終評価

(１)共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
(数値目標)

進捗度
(評価)

進捗状況と見通し
達成度
(評価)

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共
通実践

●学力向上対策評価シートのマイプランの成果指
標を達成した教師が９０％以上。

･教職員間でマイプランを共有し,校内研修等により取組の促進を図る。
･全員公開授業を行う。

･ ･ ･ ･学び部　指導教諭
･研究主任

○基礎学力の向上を図ること
ができたか。

○児童アンケートにおいて,「授業の内容がわかる」
の評価を９０％以上。
○１２月の学習状況調査及びCRTで県平均以上。
○保護者評価において,「学校は学力の向上に取り
組んでいる」の評価を９０％以上。
○家庭学習,課題提出率を９０％。

･課題提示の方法や見通しのもたせ方など授業改善のための研究を行う。
･家庭と連携し「家庭学習の手引き」をより活用していく方法を検討していく。
･様々な教科で家庭学習の充実を図っていく。
･誤答傾向を検討し,問題把握や課題解決に向けての情報を整理する力等
をつけていく方策を考える。

･学び部:指導教諭

○読書習慣の定着 ○低学年１２０冊,中学年１００冊,高学年８０冊の目
標を設定し,８０パーセント以上の児童が達成する。

･家庭と連携し読書の大切さを啓発し,望ましい読書習慣の形成を進める。
･司書との連携を進め,年度の途中で中間評価を行い,学年や学級の読書状
況を把握する等,必読図書読破者や貸出冊数が増える取り組みを図る。

･ ･ ･ ･学び部長:指導教諭
･学び部:図書主任(土井)

●児童生徒が,自他の生命を
尊重する心,他者への思いや
りや社会性,倫理観や正義感,
感動する心など,豊かな心を身
に付ける教育活動

○保護者アンケートで,「よく取り組んでいる」の評
価を９０パーセント以上。
○友達に対するアンケートにおいて肯定的な回答
をした児童が８０％以上。
○道徳科の授業に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした職員が８０％以上。

･友達の良さを認める活動や人権教室を充実させ,思いやりのある豊かな心
の教育に取り組む。
･命の大切さについて考える講演会等の開催を検討していく。
･全校児童でのあいさつ運動(タッチ)は続けるとともに保護者にも呼びかけ,
あいさつ運動を広げる。
･道徳科の授業づくりに関する校内研修等の実施。

･ ･ ･

･こころ部:人権･同和(光吉)
･こころ部:道徳(酒井)

●いじめの早期発見,早期対
応体制の充実

○教職員アンケートで「いじめの対応は十分だった
か」に肯定的な回答をした職員が９０％以上。

･いじめにつながるからかいや児童間トラブルを早期に発見するため,毎月
アンケートを実施する。
･保護者や専門機関と連携し,早期対応をめざす。

･ ･ ･ ･こころ部:教育相談担当(宮
﨑,西村わ)

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で４２０分以上の児童を６０％以上。

･体育委員会を中心に全校遊びやサガンキッズ月間を実施したり,学級で体
つくり運動を狙った外遊びを奨励する。

･ ･ ･ ･育ち部:委員会,体育的行事
(酒井)

●望ましい生活習慣の形成 ○早寝･早起き･朝ごはんの家庭への啓発を強化
し,９０パーセント以上の児童が達成する。

･「保健便り,給食便り」等を通して早寝･早起き･朝ご飯の啓発を進める。
･学校栄養職員や養護教諭との連携を図り,学級活動や教科指導などで食
の大切さや健康についての意識向上を図る。

･ ･ ･ ･こころ部:健康教育(西村わ)
･育ち部:食育(橋口,江島)

●業務効率化の推進と時間
外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる超過勤務時間の上限
を４５時間とし,遵守する。
○業務改善に関するアンケートで肯定的な回答を
した職員８０％以上。

･定時退勤日,学校閉庁日の設定と全職員への周知。
･超過勤務時間が多い職員については,個別に声かけや指導を行う。
･業務の平準化を図る。仕事は一人に任せず,複数人数で行う。
･業務改善に関する職員研修を実施する。

･ ･ ･ ･教頭

○教職員の資質向上と組織
の活性化

○「資質向上,組織の活性化」等に関するアンケー
トで,肯定的な回答職員８０％以上。

･全員研究授業を実施する。
･授業研究会を工夫し,教師同士による学び合いの場を設ける。

･ ･ ･ ･指導教諭
･研究主任

(２)本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標(数値目標)
進捗度
(評価)

進捗状況と見通し
達成度
(評価)

実施結果 評価 意見や提言

◎地域と共に発
展する教育

◎児童が地域の良さを語り,夢
や希望の実現に向けて主体
的･意欲的に取り組もうとする
ための教育活動を行う。

◎「地域のよさを感じることができたか」等のアン
ケートで,肯定的な回答をした児童が８０％以上。

◎「目標(夢)を持ち,主体的に活動できたか」等のア
ンケートで,肯定的な回答をした児童が８０％以上。

･生活科,総合的な学習および教科等の授業へゲストティ－チャーを活用し
たり,ＫＳＶＮの学習支援を活用したりする。
･地域行事への積極的な参加の呼びかけ,行事への児童の参画を促す。
･キャリア教育に係わる活動を見通したり振り返ったりして記述するキャリア
パスポートを活用する。

･ ･ ･ ･教頭

･育ち部:特活(光吉)

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度(評価)
 Ａ:十分達成できている
 Ｂ:おおむね達成できている
 Ｃ:やや不十分である
 Ｄ:不十分である

･地域連携が強固であるという,嘉瀬小のよさ,強みを生かして,児童の育成に努めた。地域のために自分を生かそうとする児童の主体性や地域への愛着を育てるため,今後も教育カリキュラムを見直し,行事等を吟味

しながら教育活動を進めていく。

･学力向上のため,教職員の共通理解を図り,授業形態を見直し一斉に取り組んだことが成果につながった。学習目標と評価を一体化し,児童に学習調整力(振り返り･改善等)をつけることが大切である。

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

①教育課程を見直したり,行事の精選を図ったりしながら,地域と共に育つ児童の育成を目指す。

②目標と評価を一体化し,学習調整力を育てるための授業改善を図る。

ふるさと嘉瀬を愛する青藍の子の育成

●健康･体つくり

４　重点取組内容･成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価･

次年度への展望

･
･
･

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　評価結果の概要

２　学校教育目標

３　本年度の重点目標

学校名 佐賀市立嘉瀬小学校

●業務改善･教
職員の働き方改
革の推進

●心の教育


